
　本町史は、前、後編とも、歴史を中心とした“たて割り方式”による編さん方式を採用しているため、一般的な広分野にわたる内容の記述に欠けているうらみがある。


　そうしたことを補うため、現在における羽合町の姿を、端的に表わしたのが、この項「現勢」である。


　現勢の項目には、行政、教育、産業、福祉、官公署、温泉などに分類してはいるが、それぞれの内容について、前項の時代区分による記述からはずれたものについては、できるだけ以前にさかのぼって調査記述するように努めた。従って、各項における掲載記事の内容に時代的アンバランスが生じていることを理解していただきたい。
一、地形と面積
１　地形

羽合町の緯度
　羽合町は鳥取県の中央部、東経１３３度４９分～１３３度５５分、北緯３５度３０分～３５度２８分の間に位し、東西６km、南北３ｋｍ、面積１２.４１EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ar(\s\up 7(２),ｋｍ)の平坦な田園地帯である。


　北は日本海に臨み、南は東郷湖をはさんで東郷町と相対し、東に泊村、西に天神川をへだてて北条町及び倉吉市に接している。地域の南東方には中国山脈がはしり、その東末系は標高１０７ｍの馬ノ山に連なって終わっている。また、南東部は、羽合平野が広がり、西から東に緩やかな傾斜をしつつ東郷湖に接している。この羽合平野は、昭和２７年より着工した区画整理事業によって水田の合理化がはかられ、県下有数の穀倉地帯になっている。


　明治１９年ごろ開通した山陰道の国道９号線は、昭和２９年～４１年改築されて羽合町の中央を南北にはしり、これによって国道沿線は、工場の進出、商業の発達がめざましく、年々その様相を変えていきつつある。
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